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今やオリンピックの象徴となっている聖火や聖火リレーは、どのようにして始まったのかを簡単にお話します。

ギリシア神話では、 『火』は全知全能の神ゼウスからプロメテウス(ゼウスと同じくらい知恵のある賢い神とされていま

す !)が密かに持ち出し、人間に与えてくれた、とされています。そのため、 古代ギリシア人にとって、 『火』は神聖な

もので、 古代オリンピック開催中にはゼウス神を称え、 主貫主妓場で火力f灯されていま した。

近代オリンピックでは、1928年のアムステルダム大会で会場に再び聖火が灯されま した。 これは、 オリンピックスタジア

ムを設計したオランダ人建築家が、 スタジアムの設計に『塔」を取り入れ、火が燃え続けるというアイデアを盛り込んだ

ことによります。 このアイデアは注目を浴び、それ以来、聖火は近代オリンピックの象徴となりま した。

聖火リレーは、1936年ベルリン大会で初めて行われました。

ギリシアのオリンピア遺跡のへラ神殿で、太陽を剥用して事長火され、聖火ランナーのリレーによってオリンピック開催地

まで運ばれます。過去のリレーではカヌーやラクダが使われたり、ダイパーが海中で聖火を運んだり、と大会独自のユニ

ークなものがありま した。

開会式当B、聖火リレーは大会のメイン会場となる競妓場に設置された聖火台に点火され、期間中は灯され続け競妓を見

守ります。

It is brief story about how the torch and torch relay， which are now symbols 

of the Olympic Games， started. 

For the ancient Greeks， fire was sacred， as Prometheus stole it from Zeus and gave to human. 

Therefore， during the period ofthe ancient Olympics， a fire was lit in the main stadium in honor of Zeus. 

For the Modern Olympics， at the 1928 Olympic Games in Amsterdam， a torch was lit once again in the venue. 

This is because the Dutch architect who designed the Olympic Stadium 

incorporated a "tower" into the design ofthe stadium. 

This idea attracted attention and the torch has become a symbol of the 

modern Olympics s川ce1928 

The torch relay was first held at the 1936 Berlin Games. 

At the Temple of Hera in Olympia， Greece， the sun is used to ignite and the 

torchbearer relays the torch to the Olympic stadium. 

In the past relays， canoeing and camels were used， and divers carried the 

torch in the sea， which was unique to each Olympics. 

On the day of the opening ceremony， the torch relay will ignite the torch 

stand installed in the stadium， which is the main venue for the competition， 
and will continue to be lit over the competition. 


